
 

基本計画の策定に向けた検討事項及び委員会スケジュール 

 基本計画の構成は、以下「基本計画目次」のとおり想定しており、今年度の委員会では、主に【①道の駅あらお(仮称)の魅力づくり】、【②導入機能/施設、施設規模、施設配置等】、【③管理運営の仕組み】に関する点について
協議していただく予定です。基本計画の策定に向けて検討が必要な事項及びスケジュールについて、以下のとおり整理しました。 
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第６章 実現に向けて 

資料 1-2 

 

③管理運営の仕組み（整備・管理運営手法、概算事業費、収支計画等）について 

 

②導入機能/施設、施設規模、施設配置等について 
 

  

【昨年度委員会での意見（抜粋）】 
・「荒尾の道の駅に行くとおいしいものが食べられ、気持ちもリフレッシュできる」というストーリーがあれば、ウェルネス 
という言葉で差別化できる。 

・南新地地区において整備が検討されている温浴施設、アウトドア施設などが道の駅を取り囲むように立地されることが魅力 
であり強みである。 

・「夕陽」を活用し、絶景道の駅として来訪者が楽しめる道の駅にしてもらいたい。 

①道の駅あらお（仮称）の魅力づくりについて 

【昨年度委員会での意見（抜粋）】 
・AI や ICT などは確実に１０年後には浸透しているため、市民にしっかりと理解してもらいながら進めていく必要がある。 
・AI や VR などの技術は、どのように機能させていくのかといった仕掛けづくりについても検討していく必要がある。 

【昨年度委員会での意見（抜粋）】 
・食にフォーカスして仕掛けるならば、徹底的にエリア内、あるいは、周辺の競合分析をしていく必要がある。 
・ますます高齢化し、生産者も減っていく中で、どうやって品物を集めるのかというのは大きな課題。 
・荒尾産の野菜や果物を使用したお菓子などを以前作っている。梨を使ったお菓子などもう一度検証してみたらどうか。 
・有明海沿岸に整備されるため、もっと漁業者の方とも関わりながら準備をしなければならない。 

【昨年度委員会での意見（抜粋）】 
・有明海沿岸道路の延伸により利便性の面ではすごく良い場所であるため、それを活かす必要がある。 
・防災拠点ということについて、海沿いの立地で防災拠点はいかがなものかと感じる。防災拠点として機能するのか。 
・夕陽がきれい、干潟がきれいというのは、荒尾市のみではないため、こだわりすぎると他の有明海沿岸に面するの道の駅との 
差別化が難しくなる。 

第 1章 「道の駅」計画策定の背景 

基本計画目次（想定） 

第 2章 「道の駅」整備の基本的な考え方 

  2-1 道の駅で対応すべき地域課題 

  2-2 利用者ニーズ 

  2-3 魅力づくりの方向性 

 第 3章 導入機能・施設及び施設規模 

  3-1 「道の駅」に備える機能及び施設テーマ 

  3-2 休憩機能 

  3-3 情報発信機能 

  3-4 地域連携機能 

  3-5 防災機能 

  3-6 その他の機能 

第 4章 配置計画 

  4-1 施設配置の基本方針 

  4-2 施設配置の条件 

  4-3 施設配置計画 

  4-4 屋内配置計画 

  4-5 交通等への配慮 

第５章 事業計画 

  5-1 「道の駅」の整備・管理運営⼿法 

  5-2 管理運営における基本方針 

  5-3 概算事業費 

  5-4 収支計画 

  5-5 開業までのスケジュール 

 

第１回【令和２年９月】 

◆ 計画策定に向けた検討事項の確認 

◆ 道の駅あらお（仮称）の魅力づくりの

方向性（案）について 

◆ 調査計画の概要について 

第２回【令和２年11月】 

◆ ターゲット及び施設テーマについて 

◆ 導入機能・施設について 

第３回（今回）【令和３年２月】 

◆ 施設規模について 

◆ 施設配置計画について 

◆ 整備・管理運営⼿法について 

◆ 概算事業費・収支計画について 

◆ 基本計画（パブコメ案）について 

◆  

第４回【令和３年３月下旬を予定】 

◆ 基本計画（答申案）の決定 

検討スケジュール 

パブリックコメント（３月） 

基本計画の策定に向けた主な検討事項（昨年度の委員会での意見を抜粋） 

◆ウェルネス拠点における機能連携の中心として、南新地地区全体の機能やサービスとどのように連携するこ
とで「荒尾らしさ」を出していくかを検討する 

◆有明海や小岱山の恵みから生まれる地域資源を活用し、「食」というテーマでどのように「荒尾らしさ」を
出していくかを検討する 

 

◆有明海沿岸道路の延伸による利点をいかし、熊本県における北の玄関口として、交流促進や安心安全の 
場の形成に必要な事項について検討する 

◆来訪者が便利で快適に過ごすことができるよう、先進的技術を活用したサービスについて検討する 

【昨年度委員会での意見（抜粋）】 
・一過性ではなく、健康価値を取り入れたストーリーの構築や安心安全の徹底的な追及が必要。  
・機能整理においては、想定ターゲットを誰に向けたものなのか整理する必要がある。 
・スーパーやドラッグストアなどの近隣施設との競合の視点からは、近隣施設では提供していないようなサービスを提供できる 
よう、アイデアを考えることも重要である。 

 

◆魅力づくりの方向性を実現するために導入する具体的な施設や規模、施設配置等について検討する 

 

【昨年度委員会での意見（抜粋）】 
・施設経営を持続可能なものとしていくには、市場調査、マーケティング戦略・戦術を策定し、実行することが重要である。 
・行政がどのように運営をサポートしていくのか、また、マーケティング機能を活用して、ニーズに合った商品をどのように作っ 
ていくのかが課題である。 

・商品の供給・魅力づくりなどが重要と思われるが、これに関する具体的な考えがないと、実際にうまくいくのかが心配である。 
 

◆独立採算を前提とした持続可能な管理運営体制を確立するため、整備・管理運営手法、概算事業費、収支計画等 

について検討する 

 



道の駅整備推進に係る今後の展開 

 


